
子供たちの多くに“口呼吸”が認められます。そして、これらの児童の

多くに、“アデノイド”や咽頭周囲のリンパ組織の腫脹が認められ、それに

伴う“気道の狭窄”が生じています。そして“口呼吸”が容易に行えるよ

うに“舌位”や“下顎位”が変化し、結果としてさまざまな咬合異常が生

じていると、私は考えております。また“口呼吸”は全身的にも影響をお

よぼし、健やかな成長や精神発達を障害することから、早期に治療を行う

必要があるとも考えています。ですから、まず原因である“口呼吸”を改

善した後、残存する咬合異常の治療を行うことが最良かつ効率的な治療で

あると考え、実践しています。

“口呼吸”の治療のための装置としては、私は“スケルトンタイプの拡

大装置”を用いています。この装置を用いることで、鼻上顎複合体を骨格

的に側方方向へ拡大し、結果的に鼻気道が拡大され、呼吸の抵抗を減らし

て口呼吸の改善をはかることができます。また最近はスケルトンタイプの

拡大装置を、マイクロインプラントを固定源として使用することで、子供

だけでなく成人に対しても非外科的に上顎骨に対して骨格的な拡大ができ

ることが知られてきました。この装置は睡眠時無呼吸症に対しても効果が

あると考えて使用しており、併せて紹介したいと考えています。

今回、口呼吸の弊害についてお話をするとともに、スケルトンタイプの拡

大装置の治療前後の変化について呈示します。そして先生方に本装置を用

いて上顎の拡大を行った後の矯正歯科治療のすすめ方についてお話しし、

“口呼吸”を改善する 1 つの手段として、“矯正歯科治療”を提案したいと

考えています。
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